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子
供
の
頃
か
ら
、
そ
し
て
教
師
に
な
っ
て
か
ら
も
、
私
が
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
学
校
行
事
の
一
つ
に
「
学
芸
会
」
が
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は
運
動
会
を
「
竜

谷
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」、
学
芸
会
を
「
竜
谷
っ
子
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
と
称

し
て
い
ま
す
が
、
ね
ら
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
す
。 

私
自
身
の
小
学
生
時
代
に
思
い
を
馳
せ
ま
す
。
一
年
生
で
は
学
年
合
奏
。
先
生

か
ら
胸
元
に
緑
色
の
ス
カ
ー
フ
を
巻
い
て
い
た
だ
き
、
大
き
な
マ
リ
ン
バ
を
演
奏

し
た
こ
と
が
、
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ト
の
熱
さ
と
と
も
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
五
年
生

の
劇
で
は
、
各
国
か
ら
の
使
者
の
登
場
に
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雰
囲
気
に
合
う

Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
選
定
し
、
ピ
ア
ノ
で
生
演
奏
す
る
と
い
う
、
今
に
な
っ
て
考
え
る
と
、

か
な
り
無
茶
な
依
頼
を
頂
き
ま
し
た
。
家
に
あ
っ
た
様
々
な
楽
譜
を
頼
り
に
、
自

分
な
り
に
工
夫
し
、
演
奏
し
た
と
こ
ろ
、
担
任
の
先
生
は
も
と
よ
り
、
他
の
学
級

の
先
生
ま
で
も
ほ
め
て
く
だ
さ
り
、
よ
い
経
験
、
よ
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

「
竜
谷
っ
子
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
本
番
の
舞
台
袖
。
衣
装
を
ま
と
い
、
小
道

具
を
携
え
た
子
供
た
ち
が
控
え
て
い
る
様
子
は
、
教
室
と
は
別
世
界
で
し
た
。
こ

の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
、
誰
が
何
の
役
を
演
じ
る
か
、
何
の
楽
器
を
演
奏
す
る
か
、

学
級
ご
と
に
念
入
り
に
検
討
し
、
丹
念
に
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
か
け

が
え
の
な
い
時
間
や
経
験
が
、
子
供
た
ち
の
自
信
あ
ふ
れ
る
姿
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
し
た
。「
さ
あ
、
い
よ
い
よ
だ
よ
」
。
担
任
が
声
を
か
け
る
と
、
最
後
の
魔
法
が

か
か
り
ま
す
。
普
段
と
は
全
く
異
な
る
自
分
へ
の
変
容
。
ま
さ
に
限
界
突
破
で
す
。 

そ
の
後
の
舞
台
上
で
の
全
力
の
姿
は
、
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様

に
ご
観
覧
い
た
だ
い
た
と
お
り
で
す
。
惜
し
み
な
い
大
き
な
拍
手
、
我
が
子
の
姿

の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
竜
谷
っ
子
を
見
つ
め
て
く
だ
さ
っ
た
温
か
な
ま
な
ざ
し
、

そ
し
て
流
し
て
く
だ
さ
っ
た
熱
い
涙
。
そ
の
全
て
が
、
子
供
た
ち
を
包
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
一
つ
、
竜
谷
の
子
供
た
ち
が
、
自
分
自
身
の
可
能
性
を
広
げ
、
成
長

す
る
大
切
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

  

令和６年１１月 

  第７号 

げ
ん
き
な
子 

が
ん
ば
る
子 

す
な
お
な
子 

く
ふ
う
す
る
子 
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各学年の総合学習では、外部講師の方

と触れ合う機会が大変多くありました。 

どの講師の方も、「竜谷っ子の学びの機会

になれば」と、心よく依頼をお引き受け

いただき、熱心に教えてくださいました。

ここで学んだことから、自分の考えを見

つめ直したり、新しい発見をしたりする

ことにつなげてほしいと願っています。 

学校関係者評価委員会とは、学校が行う様々な自己評価の客観

性や透明性を高めるとともに、学校・家庭・地域が学校の現状と

課題について共通理解を深め、互いに連携することを目的として

います。本校では、 

・学区総代会長          山本 英昭 様 

・社会教育委員会委員長      山本 実鶴 様 

・竜谷・藤川学区民生委員会副会長 附柴 巳俊 様 

・ＰＴＡ会長           青山 恵佑 様 

・主任児童委員          山本 貴江 様 

の５名の方々に、学校評議員として学校視察をしていただいた

り、ご意見等を伺ったりしています。第２回の評価委員会では、

学校代表児童より、あいさつ、友達関係、授業の様子などの現状

報告や、今後がんばっていきたいことの発表がありました。ま

た、評議員さんからは、特に「大切な命を守るための安全な登下

校の仕方」についてご助言がありました。 

 皆さんの登下校は、いつも多くの学区の皆様に見守っていただ

いています。感謝の気持ちを大切に、何より自分自身で、安全な

登下校について、真剣に考え、取り組んでほしいです。 

－第２回学校関係者評価委員会－ 

11月は「ふれあい」と名のつく行事が2つもありました。 

「ふれあい交流会（２年生）」や「親子ふれあいドッジボール大会

（PTA）」です。「ふれあい」という言葉は、「ふれる（触れる）」

と「あい（合い）」の二つの単語の合成語であるといわれます。 

「ふれあい交流会」では、学区のお年寄りの方々とボッチャを行

ったり、名曲 美空ひばりの「川の流れのように」を一緒に熱唱し

たりしたあと、肩をもませていただきました。「ボッチャが上手で

びっくりしたよ」「肩もみ、気持ちがいいですよ」と言っていただ

き、２年生はどの子もにこにこでした。 

「ふれあいドッジボール大会」は、PTA 保体部の方の企画によ

り、多くのお父さん、お母さん方が、コートで２時間も一緒に汗

を流してくださいました。どのゲームも大変盛り上がりました。 

身も心もぽっかぽか。まさに「ふれあい」の効果です。 

 

  

３．４年生 バケツ稲のもみすり体験 

５年生 防災倉庫にある簡易トイレ体験 

５年生 震災の実際と避難所生活についての講話 

６年生 高齢者疑似体験 

評議員さんに現状報告をする代表児童 


